
年間授業計画様式例

東京都立中野工科高等学校令和５年度　教科工業科目機械設計（必修選択）　年間授業計画

教　　　科： キャリア技術　 科　　　目： 機械設計　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年Ｍ１組～　組）　　

教科担当者：（Ｍ１組：佐藤学 　　　）（○組：　　　　）（○組：　　　　 ）（○組：　　　　）（○組：　　　　　）（○組：　　　　）

使用教科書：（　　　　実教出版　新機械設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　自作プリント、電卓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

〇ベルトとチェーン
・Vベルト伝動
・Vベルト伝動装置

2出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

・ベルト伝道の種類・特徴を把握する。
・Ｖベルトの伝動装置の設計法を理解する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・リンク構造の動きを考察させる。
・リンク機構の種類・特徴・構造・使用例を把握させる。
・カム機構の役割を理解する。
・カムの種類・特徴を把握する。

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

4

〇クラッチ・ブレーキ
・クラッチ
・ブレーキ

・クラッチの役割を理解する。
・クラッチの種類・特徴・構造・用途を把握する。
・ブレーキの役割を理解する。
・ブレーキの種類・特徴・構造・用途を把握する。

4

2出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

５
月

〇ベルトとチェーン
・チェーン伝動

・チェーン伝道の特徴を把握する。
・ローラーチェーン・スプロケットの構造、およびその使用法を把握する。
・機械式無段変速装置の構造および特徴について把握する。

〇リンク・カム
・リンク
・カム



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

6〇ばね
・ばね
・振動・防振・緩衝

・ばねの役目・種類・用途を把握させる。
・ばねの性質をこわさとたくわえられるエネルギーから考察させる。
・振動はそのような現象かを考察する。
・防振・緩衝の目的を理解し、防振・緩衝装置の種類・構造・特徴・用途を把握する。

６
月

〇リンク・カム
・間欠運動機構

・間欠運動機構の動きを考察させ、その役割を理解する。 2出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇管路
・管路
。管路の設計

・管路の役目と管路の構成要素を把握する。
・管・管接手・バルブの種類と用途を把握する。
・管路の設計の留意事項を把握し、管の寸法の計算法を理解する。

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

6

７
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇機械の設計と精度
・寸法公差
・幾何公差

・寸法の精度の概念を把握し、寸法公差・はめあいの基礎を理解する。
・精度と設計のかかわりを把握する。
・形状の精度のが異変を把握し、幾何公差・最大実態公差方式の基礎を理解す
る。

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

6

９
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

〇機械の結成と精度
・幾何公差
・表面性状
・加工と精度

・表面性状の概念を把握し、粗さパラメータとその指示方法の基礎を理解す
る。
・寸法公差・幾何公差・表面性状の相互関係を考察し、設計にあたって部品精
度をどのように指示すればよいかを理解する。

7出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

10



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇機械・器具の設計
・設計の進め方
・小形マシンバイスの設計

・設計にあたって留意事項を、設計例をふまえて具体的に把握する。
・小形マシンバイスの設計を通して、設計の実際を体験し理解する。

出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

8

月
11



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・減速歯車装置を具体的に示されている設計作業の内容や流れを踏まえて設計
する。

6出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況

月

〇機械・器具の設計
・減速歯車装置の設計

12



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

〇機械・器具の設計
・減速歯車装置の設計
・ロボットの設計

・ロボットの結成を通してやや難易度の高い複雑な設計手法の概念を理解す
る。

4出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

〇機械・器具の設計
・ロボットの設計

・ロボットの結成を通してやや難易度の高い複雑な設計手法の概念を理解す
る。

1出席状況や課題解決など授業
状況・態度および確認テスト
等の結果や課題の提出状況



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


